
コンクリート用／

RCT-1コンクリート専用型／あと施工タイプ・壁つなぎ金具のアンカー

コンクリートにねじを造る（削る）

RCT-88・107・150・180・240

RCT－88

RCT－107

RCT－150・180・240

RCT－88

RCT－107コンクリートねじ

RCT－150・180・240



※タイルの目地巾が7㎜のときは、目地交点がよい。※タイルの目地巾が7㎜のときは、目地交点がよい。

RCTアンカー
RCTアンカー

RCT-88 ･ RCT-107

ご存じですか！？
壁つなぎのアンカーは目には見えませんが
仮設足場の安全に大変重要な個所です。
　　　　　　　　　　　　は、構造物を
傷めないことを最重要と考えました。

写真4 タイルの補修が必要

写真5 タイルの補修が必要

①構造物を傷めている
②錆ダレが生じる
③タイルの補修が必要
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プレートアンカー
あと施工タイプ

壁つなぎ金具のアンカーはRCTアンカー

RCT-88・107・150・180・240

アンカー打込み位置（提案）

タイル
壁厚さ

用　途 コンクリート（ニチハ・モエンEXなど）

原則として1回、
但し現場の判断
（ねじ部の具合）
で2～3回使用
例もあります。

取付け壁面の設置箇所にインパクトドライバー（打撃+回転）
で下穴φ10.5をあけ、アンカーのねじ込みは回転専用ドラ
イバーなどで取付けます。アンカーのねじ部構造がコンクリ
ートをガッチリ削りこみ確実な固定強度を発揮します。

各確認

全長（L）呼び名（規格） 下穴
（ドリル径）

 1,500 （15.0）

 1,000 （10.0）

 3,000 （30.0）

 1,000 （10.0）

引張強度

圧縮強度

引張強度

圧縮強度

本体コンクリート根入長〈mm〉 最大荷重（Pu） 許容荷重（Pa）

単位：kgf/本（kN/本）

 750 （7.5）

 500 （5.0）

 1,500 （15.0）

 500 （5.0）

適応壁厚 梱包入数コンクリート面
穿孔深さ

φ10.5
100

150以上 50個/箱

首下長（L）150・180・240 35

断熱材厚さ
は加算（ （

アンカー
ねじ込み深さ

≒80

ドリルで
下穴を
設ける

（一財）建材試験センター西日本試験所

RCT－107
・ 88 ・150
・180 ・240

　●　アンカーボルト／
　RCT－150（・180・240）

ねじ長：70

下穴φ10.5mmの穿孔深さ≒100

≒10≒20
≒10

≒80（アンカーねじ込み深さ）

断熱材等（L）＝70～160

取付け例　
首下長さ（L）＝（コンクリートアンカーねじ込み深さ）+（断熱材厚さ等）+（≒10）

コンクリート 断熱材等
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鉄筋コンクリート厚さ100以上

　●　アンカーボルト／
　RCT－107・RCT－88

コンクリートねじ
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TEL（03）6435-3899　FAX（03）6435-3842

状況により品質向上のため予告なく記載した寸法が変更になることがあります。

本資料に記載の実験データ等は、すべて参考データで、保証値ではありません。用途、状態、環境、作業方法、等により結果は異なりますので
ご注意ください。
本製品は、仮設用以外の使用は出来ません。

プレート
アンカー 取り扱い上の注意

アンカー1本に作用する力 P＝W（1㎡当たりの風荷重）×A（作用面積）／※20kgf＝0.2kN

参考資料 プレートアンカー取付に関する参考資料・風荷重（W）の計算

〈低層〉
〈中層〉

〈中・高層〉

〈高層〉

Vh=KEV

※

※

W=      Vh CA1
16

2

=0.0625
考え方同じ

1
16

=0.625
5
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まとめ
①壁つなぎの取付け間隔は、風荷重対策と足場パイプの座屈対策です。
②この安全対策の視点より、壁つなぎの取付け間隔＝作用面積A＝2層(垂直方向)×2スパン(水平方向)＝12.24m2が一般的(標準)間隔です。〈提案します。〉
③風荷重を分散させて、1支点の反力を500kgf/カ所以下とすることが、安全対策で重要です。


